
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 長野県 市町村名

プロジェクト名 子育て世代の定住プロジェクト
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの期間 平成１９年度　~平成２１年度 政策分野の分類
　（①~⑪）

住民への公表の方法
（ホームページアドレス
等）

総事業費　　　　（単
位：千円）

（うちH21事業費）

15,339

(4,931)

5,190

(1,906)

1,731

(600)

22,260

(7,437)
総　計

通園、通学バス補助
事業

保育料軽減事業

村単福祉医療給付事
業

保育園・小学校・高校への村営バスでの通園及び通学のバス無料化で、子育ての経済
的な負担の軽減を図り、安心・安全な子育てができる村として定住を促進する。

保育料を軽減することで、子育ての経済的な負担の軽減を図り、安心して生み育て子
育てができる村として定住を促進する。

未就学の乳幼児に対する医療費の助成に加え、小中学生の医療費の自己負担分の助成
を行うことで、子育て世代の経済的な負担の軽減を図り、安心して生み育て、子ども
が健やかに成長できる村として定住を促進する。

その他特記事項

③

http://www.ytg.janis.or.jp/̃kitaaiki/rinji/gannbaru.htm

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

　　　北相木村

プロジェクトの目
的、概要及び具体的
な成果目標

（目的、概要）                                                                                                            北相木村の人口は年々減
少しており、平成7年国調では１，１４８人であったが、平成１７年国調では９４２人まで減少し高齢化が著
しく進んで、年齢構成が偏り集落活動の低迷が危惧されており、活動の中心となる世代の定住が村全体の活
性化につながるものである。子育て世代の経済的な負担の軽減を図り、安心して生み育て、子どもが健やか
に成長できる環境を整え、若年層の定住促進と共に少子化の抑制を図ることを目的とする。

（具体的な成果目標）

　＊　年間出生者数　過去３年間の年間出生児は、平成１６年度　７人　平成１７年度　７人　平成１８年
度　４人である。平成２１年は年間出生児　８人以上を目標とする。


